
件 名 「学校における働き方改革基本方針」の進捗状況について 

提 出 理 由 
 「学校における働き方改革基本方針」の進捗状況について、別紙

のとおり報告します。 

概 要 

 

１ 学校における働き方改革基本方針の概要 

 

２ 令和２年９月における時間外「在校等時間」の状況 

 

３ 基本方針の目標達成に向けた四つの視点に基づく取組 

 

（１）教職員の健康を意識した働き方の推進 

 

（２）教職員の専門性を踏まえた総業務量の削減 

 

（３）教職員の負担軽減のための条件整備 

 

（４）保護者や地域の理解と連携の促進 

 

４ まとめ 

 

（県立学校人事課） 

1

113167
Image

113167
フリーテキスト
ア



（
１
）
目
的

働
き
方
改
革
を
推
進
し
、
学
校
教
育
の
質
の
維
持
向
上
を
図
る
。

１
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
基
本
方
針
の
概
要

（
３
）
目
標
達
成
に
向
け
た
四
つ
の
視
点
と
主
な
取
組

（
２
）
目
標

教
員
の
在
校
等
時
間
の
超
過
勤
務
（
時
間
外
「
在
校
等
時
間
」
）
の
上
限
を
「
原
則

①
月
45
時
間
以
内

②
年
36
0時
間
以
内
」
と
す
る
。

四
つ
の
視
点

県
立
学
校

市
町
村
立
小
・
中
学
校

○
教
職
員
の
健
康
を

意
識
し
た
働
き
方
の

推
進

・
週

休
日

の
振

替
や

休
暇

等
を

安
心

し
て

確
実

に
取

得
で

き
る

職
場

環
境

の
推

進
・

労
働

安
全

衛
生

法
に

基
づ

く
職

場
改

善
・

教
職

員
の

健
康

管
理

の
推

進

・
週

休
日

の
振

替
や

休
暇

等
の

取
り

や
す

い
職

場
環

境
の

整
備

・
労

働
安

全
衛

生
法

に
基

づ
く

職
場

改
善

・
教

職
員

の
健

康
管

理
の

推
進

○
教
職
員
の
専
門
性
を

踏
ま
え
た
総
業
務
量
の

削
減

・
教

育
委

員
会

が
主

催
す

る
研

修
及

び
会

議
の

見
直

し
に

よ
る

縮
減

・
学

校
へ

の
調

査
や

県
教

育
委

員
会

に
よ

る
訪

問
等

の
縮

減
の

推
進

・
教

職
員

の
専

門
性

の
観

点
か

ら
優

先
順

位
を

付
け

て
業

務
を

削
減

・
県

教
育

委
員

会
が

主
催

す
る

研
修

及
び

会
議

の
見

直
し

に
よ

る
縮

減
・

学
校

へ
の

調
査

等
の

縮
減

の
推

進
・

関
係

団
体

等
が

主
催

す
る

大
会

、
コ

ン
ク

ー
ル

等
の

縮
減

の
要

請

○
教
職
員
の
負
担
軽
減
の

た
め
の
条
件
整
備

・
教

育
条

件
整

備
を

国
に

要
望

・
県

と
し

て
行

う
教

育
条

件
整

備
・

専
門

職
員

の
配

置
及

び
障

害
者

雇
用

の
推

進

・
教

育
条

件
整

備
・

業
務

の
効

率
化

の
推

進
・

専
門

職
員

の
配

置
及

び
障

害
者

雇
用

の
推

進

○
保
護
者
や
地
域
の
理
解

と
連
携
の
促
進

・
教

職
員

の
働

き
方

改
革

に
関

す
る

保
護

者
や

地
域

の
理

解
の

促
進

・
「

ふ
れ

あ
い

デ
ー

」
及

び
「

学
校

閉
庁

日
」

の
設

定
の

推
進

・
「

埼
玉

県
の

部
活

動
の

在
り

方
に

関
す

る
方

針
」

の
運

用

・
教

職
員

の
働

き
方

改
革

に
関

す
る

保
護

者
や

地
域

の
理

解
の

促
進

・
「

ふ
れ

あ
い

デ
ー

」
及

び
「

学
校

閉
庁

日
」

の
設

定
の

推
進

・
「

埼
玉

県
の

部
活

動
の

在
り

方
に

関
す

る
方

針
」

の
推

進

「
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
基
本
方
針
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
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２
令
和
２
年
９
月
に
お
け
る
時
間
外
「
在
校
等
時
間
」
の
状
況

県
立

市
町
村
立

高
等

学
校

・
中

学
校

特
別

支
援

学
校

小
学

校
中

学
校

４
５
時
間
超

４
４

．
１

％
１

５
．

１
％

５
２

．
１

％
６

６
．

２
％

８
０
時
間
超

１
１

．
７

％
１

．
３

％
６

．
３

％
２

１
．

３
％

●
令
和
２
年
９
月
（
９
月
１
日
（
火
）
～
９
月
３
０
日
（
水
）
）
の
時
間
外
「
在
校
等
時
間
」
＊
が
、

４
５
時
間
及
び
８
０
時
間
を
超
え
た
教
職
員
の
状
況

※
対
象
者
は
、
「
校
長
、
教
頭
、
主
幹
教
諭
、
教
諭
、
養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
等
」

＊
時
間
外
「
在
校
等
時
間
」
と
は
、
在
校
等
時
間
か
ら
正
規
の
勤
務
時
間
を
減
じ
た
時
間

在
校
等
時
間
＝
「
在
校
時
間
」
－
「
校
内
の
自
己
研
さ
ん
の
時
間
」
＋
「
校
外
の
研
修
や
子
供
引
率
等
の
時
間
」
－
「
休
憩
時
間
」
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（
１
）
教
職
員
の
健
康
を
意
識
し
た
働
き
方
の
推
進

県
立
学
校

市
町
村
立
小
・
中
学
校

週
休

日
の

振
替

や
休

暇
等

を
安

心
し

て
確

実
に

取
得

で
き

る
職

場
環

境
の

推
進

週
休

日
の

振
替

や
休

暇
等

の
取

り
や

す
い

職
場

環
境

の
整

備

○
取

組
・

休
暇

制
度

等
を

利
用

し
や

す
い

職
場

環
境

づ
く

り

・
妊

娠
教

職
員

の
勤

務
軽

減
（

妊
娠

勤
務

軽
減

非
常

勤
講

師
の

配
置

制
度

の
改

善
）

◎
実

績
→

校
⾧

対
象

「
働

き
方

改
革

」
推

進
研

修
会

を
実

施
（

R
1.

6、
R

2.
7）

→
体

育
等

を
行

う
本

務
者

へ
の

支
援

の
拡

充
（

実
技

補
助

（
R

1）
→

本
務

者
が

休
暇

等
で

不
在

で
も

代
替

と
し

て
授

業
可

（
R

2）
）

○
取

組
・

休
暇

制
度

等
の

一
層

の
理

解
の

推
進

・
妊

娠
教

職
員

の
勤

務
軽

減
（

妊
娠

勤
務

軽
減

非
常

勤
講

師
の

配
置

制
度

の
改

善
）

◎
実

績
→

「
休

暇
案

内
」

の
周

知
や

新
た

に
「

週
休

日
の

振
替

の
留

意
点

」
の

周
知

→
体

育
等

を
行

う
本

務
者

へ
の

支
援

の
拡

充
（

実
技

補
助

（
R

1）
→

本
務

者
が

休
暇

等
で

不
在

で
も

代
替

と
し

て
授

業
可

（
R

2）
）

教
職

員
の

健
康

管
理

の
推

進

○
取

組
・

⾧
時

間
勤

務
の

教
職

員
に

対
す

る
健

康
管

理
医

面
接

指
導

の
勧

奨

・
健

康
不

安
の

あ
る

教
職

員
に

対
す

る
教

育
局

保
健

師
に

よ
る

健
康

相
談

◎
実

績
○

取
組

・
在

校
時

間
把

握
に

向
け

た
、

IC
カ

ー
ド

等
に

よ
る

客
観

的
な

方
法

の
導

入

・
負

担
軽

減
検

討
委

員
会

の
設

置
の

働
き

掛
け

◎
実

績
（

さ
い

た
ま

市
を

除
く

）

20
58

14
14

R
1年

度
R

2年
度

89
8

10
15

R
1年

度
R

2年
度

負
担

軽
減

検
討

委
員

会
の

設
置

（
市

町
村

数
）

11
1

20
2

R
1年

度
R

2年
度

面
接

指
導

実
績

（
延

べ
人

数
）

IC
カ

ー
ド

等
の

導
入

（
校

）

健
康

相
談

実
績

（
延

べ
人

数
）

３
基
本
方
針
の
目
標
達
成
に
向
け
た
四
つ
の
視
点
に
基
づ
く
取
組

（
R

2.
11

現
在

）

（
R

2.
11

現
在

）

（
10

57
校

）

（
62

市
町

村
）

（
10

56
校

）

（
62

市
町

村
）

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

△
】

【
評

価
：

△
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】

○
→

順
調

△
→

や
や

遅
れ

▲
→

要
努

力

49
54

R
1年

度
R

2年
度

（
85

.0
％

）

（
96

.0
％

）
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３
（
２
）
教
職
員
の
専
門
性
を
踏
ま
え
た
総
業
務
量
の
削
減

県
立
学
校

市
町
村
立
小
・
中
学
校

教
育

委
員

会
が

主
催

す
る

研
修

及
び

会
議

の
見

直
し

に
よ

る
縮

減
県

教
育

委
員

会
が

主
催

す
る

研
修

及
び

会
議

の
見

直
し

に
よ

る
縮

減

○
取

組
・

年
次

研
修

の
見

直
し

（
初

任
者

研
修

）

・
研

修
内

容
の

精
査

と
と

も
に

、
レ

ポ
ー

ト
縮

減
に

つ
い

て
検

討
（

初
任

者
）

・
校

⾧
会

議
等

の
負

担
軽

減
（

資
料

の
電

子
化

）

◎
実

績
→

効
率

的
、

効
果

的
な

運
用

を
図

り
機

関
研

修
25

日
(R

1)
→

23
日

(R
2)

学
校

研
修

18
0時

間
(R

1)
→

15
0時

間
(R

2)

→
レ

ポ
ー

ト
件

数
（

全
校

種
）

10
3本

(H
30

)→
79

本
(R

1)

→
R

1年
度

は
H

30
年

度
比

５
割

減
→

連
絡

を
動

画
配

信
に

し
て

時
間

を
縮

減

○
取

組
・

年
次

研
修

の
見

直
し

（
初

任
者

研
修

）

・
研

修
内

容
の

精
査

と
と

も
に

、
レ

ポ
ー

ト
縮

減
に

つ
い

て
検

討
（

初
任

者
）

◎
実

績
→

効
率

的
、

効
果

的
な

運
用

を
図

り
機

関
研

修
16

日
(Ｒ

1)
→

14
日

(R
2)

学
校

研
修

18
0時

間
(R

1)
→

15
0時

間
(R

2)

→
レ

ポ
ー

ト
件

数
（

全
校

種
）

10
3本

(H
30

)→
79

本
(R

1)

学
校

へ
の

調
査

や
県

教
育

委
員

会
に

よ
る

訪
問

等
の

縮
減

の
推

進
学

校
へ

の
調

査
等

の
縮

減
の

推
進

○
取

組
・

特
別

支
援

教
育

課
訪

問
に

お
け

る
負

担
軽

減

◎
実

績
→

研
究

授
業

を
実

施
し

な
い

こ
と

を
可

→
学

習
指

導
案

の
簡

略
化

を
可

○
取

組
・

「
学

校
の

教
育

活
動

に
関

す
る

調
査

」
の

調
査

項
目

の
削

減

◎
実

績
→

R
1実

績
項

目
14

（
前

年
度

比
−

7）
R

2計
画

項
目

21
（

前
年

度
比

−
5）

教
職

員
の

専
門

性
の

観
点

か
ら

優
先

順
位

を
付

け
て

業
務

を
削

減
関

係
団

体
等

が
主

催
す

る
大

会
、

コ
ン

ク
ー

ル
等

の
縮

減
の

要
請

○
取

組
・

奨
学

金
事

務
に

お
け

る
負

担
軽

減
◎

実
績

→
国

へ
の

働
き

掛
け

に
よ

り
、

日
本

学
生

支
援

機
構

内
に

学
校

担
当

者
専

用
回

線
が

増
設

、
生

徒
・

保
護

者
向

け
コ

ー
ル

セ
ン

タ
ー

が
開

設

○
取

組
・

各
種

関
係

団
体

等
の

行
事

等
の

見
直

し

◎
実

績
・

各
市

町
村

で
実

施
さ

れ
て

い
る

体
育

的
行

事
等

の
厳

選
に

つ
い

て
市

町
村

教
育

委
員

会
に

依
頼

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

△
】

【
評

価
：

△
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

△
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】
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３
（
３
）
教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
の
条
件
整
備

県
立
学
校

市
町
村
立
小
・
中
学
校

専
門

職
員

の
配

置
及

び
障

害
者

雇
用

の
推

進

○
取

組
・

部
活

動
指

導
員

の
配

置

・
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（

SC
）

及
び

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

SS
W

）
の

配
置

と
運

用

◎
実

績

SC
全

日
制

高
校

16
校

、
定

時
制

高
校

10
校

、
教

育
事

務
所

4所
に

配
置

SS
W

定
時

制
高

校
8校

、
教

育
事

務
所

4所
配

置
配

置
校

以
外

へ
の

対
応

、
運

用
定

時
制

高
校

は
拠

点
校

配
置

と
し

、
全

て
の

定
時

制
高

校
で

活
用

全
日

制
高

校
及

び
特

別
支

援
学

校
は

、
教

育
事

務
所

に
拠

点
配

置
し

活
用

○
取

組
・

部
活

動
指

導
員

の
配

置

・
ス

ク
ー

ル
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
（

SS
S）

の
配

置

・
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（

SC
）

及
び

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

SS
W

）
の

配
置

と
運

用

◎
実

績

SC
小

・
中

学
校

全
校

配
置

（
政

令
指

定
都

市
除

く
）

SS
W

市
町

村
教

育
委

員
会

に
１

人
か

ら
３

人
配

置
（

政
令

指
定

都
市

・
中

核
市

除
く

）

県
と

し
て

行
う

教
育

条
件

整
備

業
務

の
効

率
化

の
推

進

○
取

組
・

教
材

の
共

有
化

及
び

IC
T教

育
環

境
の

充
実

◎
実

績
→

デ
ジ

タ
ル

教
材

等
を

日
常

的
に

活
用

で
き

る
よ

う
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
を

整
備

（
高

等
学

校
13

9校
、

中
学

校
1校

、
特

別
支

援
学

校
16

校
）

初
任

者
の

授
業

準
備

を
支

援
す

る
た

め
、

未
来

学
び

情
報

交
換

サ
イ

ト
の

授
業

案
の

検
索

機
能

充
実

○
取

組
・

業
務

の
効

率
化

（
教

材
等

の
共

有
）

◎
実

績
→

実
力

を
伸

ば
し

て
い

る
教

員
の

授
業

に
解

説
を

加
え

た
映

像
資

料
を

作
成

（
本

編
資

料
26

本
、

ダ
イ

ジ
ェ

ス
ト

24
本

）
（

R
1年

度
）

18
5

27
6

R
1年

度
R

2年
度

SS
Sの

配
置

（
人

）

56
73

R
1年

度
R

2年
度

部
活

動
指

導
員

（
人

）

12
12

R
1年

度
R

2年
度

部
活

動
指

導
員

（
人

）

（
11

市
町

）
（

14
市

町
）

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

▲
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

△
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】
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３
（
４
）
保
護
者
や
地
域
の
理
解
と
連
携
の
促
進

県
立
学
校

市
町
村
立
小
・
中
学
校

教
職

員
の

働
き

方
改

革
に

関
す

る
保

護
者

や
地

域
の

理
解

の
促

進

○
取

組
・

基
本

方
針

の
取

組
に

つ
い

て
、

保
護

者
や

地
域

の
理

解
促

進
を

図
る

。

◎
実

績
→

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

学
校

に
配

布

○
取

組
・

地
域

と
と

も
に

あ
る

学
校

づ
く

り
へ

の
転

換
を

図
る

。
（

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（

C
S）

の
設

置
）

◎
実

績

「
ふ

れ
あ

い
デ

ー
」

及
び

「
学

校
閉

庁
日

」
の

設
定

の
推

進

○
取

組
・

「
学

校
閉

庁
日

」
の

推
進

◎
実

績
○

取
組

・
「

ふ
れ

あ
い

デ
ー

」
及

び
「

学
校

閉
庁

日
」

の
設

定
の

推
進

・
学

校
に

お
け

る
働

き
方

改
革

の
保

護
者

・
地

域
に

対
す

る
理

解
の

促
進

◎
実

績
→

「
ふ

れ
あ

い
デ

ー
」

及
び

「
学

校
閉

庁
日

」
に

つ
い

て
は

、
全

62
市

町
村

に
て

設
定

→
令

和
2年

4月
、

全
62

市
町

村
へ

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

配
布

「
埼

玉
県

の
部

活
動

の
在

り
方

に
関

す
る

方
針

」
の

運
用

「
埼

玉
県

の
部

活
動

の
在

り
方

に
関

す
る

方
針

」
の

推
進

○
取

組
・

埼
玉

県
の

部
活

動
の

在
り

方
に

関
す

る
方

針
」

の
運

用
（

さ
い

た
ま

市
を

除
く

公
立

高
等

学
校

全
日

制
）

◎
実

績
（

県
立

高
等

学
校

全
日

制
）

→
1週

当
た

り
平

日
1日

以
上

休
養

日
を

設
け

た
部

活
動

の
割

合
88

.0
%

→
1週

当
た

り
土

日
1日

以
上

休
養

日
を

設
け

た
部

活
動

の
割

合
84

.6
%

○
取

組
・

中
学

校
（

義
務

教
育

学
校

）
及

び
県

立
伊

奈
学

園
中

学
に

お
い

て
「

学
校

の
部

活
動

に
係

る
活

動
方

針
」

の
策

定
（

さ
い

た
ま

市
を

除
く

）

◎
実

績
→

1週
当

た
り

平
日

1日
以

上
休

養
日

を
設

け
た

部
活

動
の

割
合

98
.4

％
→

1週
当

た
り

土
日

1日
以

上
休

養
日

を
設

け
た

部
活

動
の

割
合

93
.6

％

7 

80
 

13
2 

H
30

年
度

R
1年

度
R

2年
度

「
学

校
閉

庁
日

」
の

設
定

校

C
S設

置
校

28
1

43
4

61
3

H
30

年
度

R
1年

度
R

2年
度

（
10

56
校

）

（
17

6校
）

（
10

57
校

）
（

10
61

校
）

（
17

6校
）

（
17

6校
）

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

○
】

【
評

価
：

△
】

【
評

価
：

○
】
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４
ま
と
め

四
つ
の
視
点

進
捗

評
価

進
捗
状
況

○
教

職
員

の
健

康
を

意
識

し
た

働
き

方
の

推
進

○
・

県
立

学
校

及
び

市
町

村
立

小
・

中
学

校
と

も
に

、
各

取
組

の
進

捗
状

況
は

お
お

む
ね

順
調

で
あ

る
。

休
暇

制
度

の
説

明
資

料
を

配
布

す
る

な
ど

、
制

度
が

利
用

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

推
進

す
る

。

○
教

職
員

の
専

門
性

を
踏

ま
え

た
総

業
務

量
の

削
減

△

・
年

次
研

修
の

縮
減

を
図

る
と

と
も

に
、

年
次

研
修

の
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

へ
の

代
替

を
進

め
て

い
る

。
よ

り
一

層
、

効
率

的
、

効
果

的
な

運
用

に
向

け
て

、
研

修
体

系
の

見
直

し
に

努
め

て
い

く
。

あ
わ

せ
て

、
研

修
に

係
る

レ
ポ

ー
ト

の
縮

減
も

進
め

て
い

く
。

・
学

校
へ

の
調

査
に

つ
い

て
は

、
回

答
内

容
の

簡
素

化
を

図
る

と
と

も
に

、
調

査
そ

の
も

の
の

回
数

の
削

減
に

努
め

て
い

く
。

○
教

職
員

の
負

担
軽

減
の

た
め

の
条

件
整

備
△

・
県

立
学

校
に

お
い

て
は

、
現

在
、

部
活

動
指

導
員

の
モ

デ
ル

事
業

に
取

り
組

ん
で

い
る

が
、

部
活

動
指

導
員

の
配

置
拡

充
が

課
題

で
あ

る
。

モ
デ

ル
事

業
の

検
証

及
び

分
析

を
踏

ま
え

、
部

活
動

指
導

員
の

配
置

拡
充

に
努

め
て

い
く

。
・

市
町

村
立

小
・

中
学

校
に

お
い

て
は

、
部

活
動

指
導

員
、

SS
S、

SC
及

び
SS

W
の

配
置

や
運

用
に

つ
い

て
は

、
順

調
に

進
ん

で
い

る
。

市
町

村
教

育
委

員
会

へ
配

置
希

望
及

び
配

置
に

関
す

る
課

題
等

の
調

査
を

実
施

す
る

な
ど

、
引

き
続

き
配

置
拡

充
に

努
め

て
い

く
。

○
保

護
者

や
地

域
の

理
解

と
連

携
の

促
進

○
・

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

学
校

へ
配

布
す

る
な

ど
し

て
、

保
護

者
や

地
域

へ
の

理
解

促
進

図
っ

て
い

る
。

今
後

、
働

き
方

改
革

に
関

す
る

県
H

P
を

定
期

更
新

す
る

な
ど

、
一

層
の

情
報

発
信

を
行

う
。

●
基
本
方
針
の
目
標
達
成
に
向
け
た
四
つ
の
視
点
に
基
づ
く
取
組
に
つ
い
て

※
進

捗
評

価
に

つ
い

て
は

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

委
員

会
で

行
っ

た
評

価

●
時
間
外
「
在
校
等
時
間
」
の
状
況
に
つ
い
て

・
現

状
の

数
値

か
ら

、
「

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
」

の
取

組
を

、
よ

り
一

層
強

化
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

・
引

き
続

き
、

時
間

外
「

在
校

等
時

間
」

が
45

時
間

を
超

え
る

職
員

割
合

の
定

点
観

測
を

行
い

、
働

き
方

改
革

の
進

捗
状

況
を

把
握

す
る

。
・

勤
務

時
間

内
外

の
執

務
内

容
の

把
握

に
努

め
、

業
務

量
縮

減
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。
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